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　株主の皆さまにはますま
すご清祥のことと、お慶び申
しあげます。
　2018年3月期第2四半期累
計期間における当社の業績
等につきまして、ここにご報
告申しあげます。

　原油価格は、2017年前半は1バレルあたり50ドル台で推
移していたものの、6月のリビア、ナイジェリアの原油生産量
の回復や、米国における原油等の在庫水準上昇の影響で、一
時40ドル台に下落しました。その後、サウジアラビアの原油
輸出抑制の表明や米国の在庫水準減少の影響により持ち直
し、50ドル台に回復して推移しています。
　このような事業環境のなか、当第2四半期累計期間におけ
る当社連結業績は、原油および天然ガス販売価格の上昇や、
国内天然ガス販売数量の増加等により、売上高は1,123億円
と前年同期に比べ208億円の増収、営業利益は34億円と前年
同期に比べ66億円の増益となりました。また、持分法による
投資利益の増加、為替差損が為替差益に転じたこと等から、
親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に比べ90
億円増益の77億円となりました。

　当第2四半期累計期間において、当社の主要事業における
二つの大きな決定をいたしました。一つは、検討を進めてい
たカナダ Pacific NorthWest  LNGプロジェクトの事業化の
取りやめ、もう一つは、カナダ  ハンギングストーン鉱区

DEMOエリアでのSAGD法によるビチューメン生産操業の終
了です。これらは、低油価環境下において筋肉質な企業体質
へ変革するため、既存計画に固執することなく、投資判断を
柔軟かつ的確に行うことで、当社の企業価値の向上を目指す
ためのものです。
　他方で、海外E&Pにおいては、カナダ ハンギングストー
ン鉱区オイルサンド拡張開発エリアでビチューメンの生産
操業を8月に開始し、国内E&Pでは、北海道 勇払油ガス田
浅層での原油開発の開始を6月に決定しました。加えて、当
社が目指す「石油・天然ガスE&Pを軸とする総合エネルギー
企業への転換」の実現に向け、2018年3月の操業開始を予
定する相馬LNG基地(福島県新地町)が11月末に完成、その
隣接地では、当社をはじめ民間5社が出資する福島ガス発
電(株)の福島天然ガス発電所が10月に着工するなど、当社
の将来への貢献が期待される事業において、着実な進捗が
ありました。

　当社は長期安定配当の継続を基本方針とし、中長期的な
経営環境の見通しのもと、国内外の新規埋蔵量の確保を目指
した投資や供給インフラの整備に向けた内部留保を考慮し
つつ、各期の利益状況や今後の資金需要などを総合的に勘
案したうえで、配当金の金額を設定しております。
　2018年3月期の中間配当金は、当第2四半期累計期間の業
績、ならびに今後の当社の業績や事業の進捗等の見通しを
鑑み、1株あたり10円とさせていただきました。
　当社は、長期経営ビジョンと中期事業計画の基本戦略のも
と、引き続き事業の健全性確保に向けた筋肉質な企業体質
への変革と、企業価値の向上を目指してまいります。　
　株主の皆さまにおかれましては、当社への変わらぬご理解
とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

株主ならびに投資家の皆さまへ

代表取締役社長 岡田 秀一

2018年3月期第2四半期業績のご報告

当社の主要プロジェクトの進捗等について

株主還元と今後の見通しについて
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JAPEXの事業展開

日本

ロシア（サハリン）

東南アジア

中東

北海

米国

カナダ

●主要事業等
主要拠点等

英領北海海上鉱区

当社は、国内外において、石油・天然ガスE&P   （探鉱・開発・生産・販売）を軸に事業を展開し、
長期安定的なエネルギー供給へ貢献するとともに、   周辺分野への事業拡大による成長を目指しています。

本社（東京）
事業所（4ヶ所）
技術研究所

油ガス田（10ヶ所）
LNG基地（3ヶ所  ）
※操業開始準備中を含む

サハリン1プロジェクト

イラク：ガラフプロジェクト

ロンドン事務所

ドバイ事務所

オイルサンドプロジェクト
シェールガスプロジェクト

ヒューストン事務所
シェールオイル開発

北京事務所

ジャカルタ事務所
インドネシア：カンゲアンプロジェクト

確認埋蔵量
（2017年3月末現在）

計 3.52億 バレル
（原油換算）

生産量日量
（2017年3月期）

計 7.2万 バレル
（原油換算日量）

JAPEX の埋蔵量・生産量

事業等の動き（2017年6月～11月）
   6月　勇払浅層原油の開発を決定
北海道・勇払油ガス田で現在生産中の貯留層より上に位置す

る滝ノ上層（浅層）で、2019年度後半の原油（重質油）の商業

生産開始を視野にした、開発作業の実施を決定しました。

   7月　相馬事業所管理棟での業務開始
相馬LNG基地の2018年3月の操業開始に向け、基地の操業

その他に係る従業員が勤務する管理棟が6月末に竣工し、7月

3日から業務を開始しました。

   7月　カナダLNGプロジェクトの事業化取りやめ決定
カナダ・ブリティッシュコロンビア州で検討を進めていた

Pacific NorthWest LNGプロジェクトについて、市場環境の

変化から、事業化を進めないことを決定しました。

   8月　カナダオイルサンド拡張開発生産開始
　　　 同DEMOエリアSAGD法での生産操業終了決定

   9月　ハリケーン「ハービー」被害へ義援金供出
ハリケーン「ハービー」による米国での被害に対し、現地子会

社を通じ、米国赤十字社へ義援金4万ドルを供出しました。

  10月　福島天然ガス発電所本体工事着工

  11月　相馬・岩沼間ガスパイプライン供用開始
相馬LNG基地と当社の基幹ライン「新潟・仙台間ガスパイプラ

イン」をつなぐ「相馬・岩沼間ガスパイプライン」が、11月1日に

供用を開始しました。当面は、基地の試運転向けに基幹ライン

のガスを供給し、2018年3月を予定する基地の操業開始に合わ

せて、基地からLNG気化ガス送入を開始する見込みです。

特集1

特集2

※
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JAPEX TOPICS

カナダオイルサンド拡張開発事業
生産開始記念セレモニー開催1

　当社は、現地子会社を通じて、カナダ・アルバータ州のハンギン

グストーン鉱区で、1990年代からオイルサンドの開発・生産を推

進しています。この鉱区で、2013年から共同パートナーである

Nexen Energyと進めてきた拡張開発事業が、本年8月にSAGD法

（スチーム加熱による油粘性低下を利用した生産手法）によるビ

チューメン（オイルサンド層から採取される超重質油）の生産操業

を開始し、9月13日（現地時間）に記念セレモニーを開催しました。

　セレモニーには、アルバータ州首相や在カルガリー日本国

総領事、地方自治体などの現地関係者のほか、独立行政法人

石油天然ガス・金属鉱物資源機構、株式会社国際協力銀行な

ど本事業へのご支援をいただいた日本関係者ら、多数の来賓

を賜り、盛況のうちに執り行われました。

　現在は、日量約1万バレル

のビチューメンを生産してい

ます。目標とするピークレー

トである日量2万バレルへの

到達を目指し、徐々に生産量

を増やしていく予定です。

相馬港・天然ガス火力発電事業
発電所建設工事安全祈願開催2

当社の収益へ貢献する事業の一つとして、

まずは2018年下半期の生産量日量2万

バレル到達を目指し、安全を最優先に、

操業を続けてまいります。

担当役員より

常務取締役　平田 敏幸

国内の電力安定供給への貢献、そして当社

の安定した収益基盤として、皆さまのご理解

とご協力をいただきながら、発電所建設を

はじめ、本事業を着実に進めてまいります。

担当役員より

代表取締役副社長　石井 正一

　当社を含む民間5社が事業パートナー（株主）として参画する

福島ガス発電株式会社（FGP）が、建設に係る諸手続きならびに

準備を進めてきた「福島天然ガス発電所」が10月5日に着工し、

着工日には建設地である相馬港4号埠頭（福島県相馬郡新地町）

において、事業パートナー各社、施工会社各社、ならびにFGP役

員および従業員が参列し、安全祈願が執り行われました。

　「福島天然ガス発電所」は、環境負荷の低いLNG（液化天然ガ

ス）を気化したガスを燃料とする、59万キロワットのガスタービ

ン・コンバインドサイクル（GTCC）方式発電設備2基を中心に構

成される、高効率のガス火力発電所です。FGPと事業パートナー

5社で推進する本発電事業は、2020年代以降の広域首都圏への

電力の安定供給へ貢献が期待されています。

　2020年春の商業運転開

始を目指し、関係各所のご

理解とご協力をいただきな

がら、環境保全に配慮し、安

全を最優先に、建設工事を

進めていきます。



112,382

総資産 746,006

流動資産
161,623

負債
223,060

有形固定資産
382,517

投資その他の資産
194,019

株主資本
369,362

その他の
包括利益累計額
82,287

非支配株主持分
71,295

無形固定資産
7,846
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連結財務ハイライト

前期末
2017年3月31日

当第2四半期末
2017年9月30日

当第2四半期連結累計期間
2017年4月1日～9月30日

総資産 746,739

流動資産
161,359 負債

236,129

有形固定資産
383,790

投資その他の資産
193,102

株主資本
360,155

その他の
包括利益累計額
77,363

非支配株主持分
73,091

無形固定資産
8,487

2018年3月期 通期連結業績予想

連結キャッシュ・フロー計算書の概要

（11月10日公表）

連結貸借対照表の概要

連結損益計算書の概要

45.60

108.53

51.25

110.94

5.65

2.41

油 価

為替レート

（US$/バレル）

（ ¥ / US$ ）

2017年3月期 2018年3月期予想 増　減

207,130

685

2,222

3,443

213,802

4,314

654

1,737

6,672

3,629

△1,568

△1,706

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

総資産は、有形固定資産が為替の影響や減価償却により
減少したことなどにより、前期末に比べ7億円減少しました。
負債は、支払手形及び買掛金など流動負債の減少により、
前期末に比べ130億円減少しました。
純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益など株主資本の
増加により、前期末に比べ123億円増加しました。

注：想定原油価格は、日本到着の原油CIF価格を基準としています。
　  原油CIF（Cost, Insurance, and Freight）価格とは、運賃や保険料を含んだ、通関ベースでの原油価格です。

親会社株主に帰属する

（グラフおよび表における単位：百万円）

3,452△3,213
8,888

△2,238
7,756

△1,267

売上高

91,494

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

■前第2四半期累計期間
　（2016年4月1日～9月30日）

■当第2四半期累計期間
　（2017年4月1日～9月30日）

現金及び
現金同等物
の期末残高

111,918

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
△512現金及び

現金同等物
の期首残高

103,630

営業活動による
キャッシュ・フロー
30,952

投資活動による
キャッシュ・フロー
△16,908

財務活動による
キャッシュ・フロー
△5,243

売上高は1,123億円と、前年同期比208億円の増収となりました。
主に、原油および天然ガスの販売価格の上昇と、国内天然ガス
の販売数量が増加したことによるものです。
親会社株主に帰属する当期純損益は、増収にともなう営業利益
の改善や、持分法による投資利益の増加などにより、前年同期比
90億円増益の、77億円の利益となりました。

売上高は、主に海外原油および天然ガスの販売価格の上昇
により、前期に比べ増収となる見通しです。
親会社株主に帰属する当期純利益は、カナダPacific NorthWest 
LNGプロジェクト事業化取りやめやカナダオイルサンドDEMO
エリアSAGD法での生産操業終了の決定にともなう損失の
計上などにより、前期に比べ減益となる見通しです。

営業活動の結果得られた資金は、生産物回収勘定の回収など
によるものです。
投資活動の結果使用した資金は、相馬LNG基地に係る建設費
や、カナダ・ハンギングストーン鉱区拡張開発費などです。
財務活動の結果使用した資金は、長期借入金の返済などに
よるものです。

当 期 純 利 益
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会社概要・株式の状況

会社概要 株式の状況

大株主

取締役・監査役
株式分布状況

商 号
英 文 社 名
本社所在地

設 立
資 本 金
従 業 員
主な事業内容

主な事業所

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

代表取締役会長
代表取締役社長　代表執行役員
代表取締役副社長　執行役員
専務取締役　執行役員
専務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
常務取締役　執行役員
取締役
取締役
取締役
常勤監査役
常勤監査役
監査役
監査役

渡辺　修
岡田　秀一
石井　正一
深澤　光
檜貝　洋介
増井　泰裕
大関　和彦
井上　尚久
伊藤　元
田中　啓誉
平田　敏幸
川口　順子
小島　明
伊藤　鉄男
石関　守男
内田　賢二
渡辺　裕泰
中島　敬雄

石油資源開発株式会社 
Japan Petroleum Exploration Co., Ltd.（略称：JAPEX）
〒100-0005
東京都千代田区丸の内一丁目7番12号　サピアタワー 
1970年4月1日
14,288,694,000円 
1,825名（連結）
石油、天然ガスおよびその他のエネルギー資源の
探鉱、開発、販売とこれらに関連しての掘削等の
請負事業ほか 
本社、北海道事業所、秋田事業所、長岡事業所、
相馬事業所、技術研究所、ロンドン事務所、ドバイ
事務所、ヒューストン事務所、北京事務所、ジャカ
ルタ事務所 

注1　取締役 川口順子および小島明および伊藤鉄男は、会社法第2条第15号に定める
　　  社外取締役です。
注2　監査役 渡辺裕泰および中島敬雄は、会社法第2条第16号に定める社外監査役です。

120,000,000株
57,154,776株
15,491名

　　　　　　　　　  株 主 名

経済産業大臣
国際石油開発帝石株式会社
JFEエンジニアリング株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
株式会社みずほ銀行
THE BANK OF NEW YORK 133524
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5）

持株数（株）

19,432,724
2,852,212
1,848,012
1,596,800
1,470,465
1,208,400
944,300
720,152
685,700
670,100

持株比率

34.00%
4.99%
3.23%
2.79%
2.57%
2.11%
1.65%
1.26%
1.20%
1.17%

経済産業大臣
34.00%

500単元以上
83.57 %

金融機関
15.80%

その他国内法人
12.18%

外国法人等
24.80%

個人その他
10.48%

5単元未満
3.25%

5単元以上
10単元未満
1.48%
10単元以上
50単元未満
3.93%
50単元以上
500単元未満
7.77 %

証券会社　1.38%

公共団体　1.36%

（2017年9月30日現在）

● 所有者別

● 所有株数別

※2017年3月31日現在



石油資源開発株式会社
〒100-0005
東京都千代田区丸の内一丁目7番12号 サピアタワー

ウェブサイト　http://www.japex.co. jp/

【株主様窓口】

【IRに関するお問い合わせ】
総務部文書グループ

広報IR部IRグループ

電話：03-6268-7001

電話：03-6268-7111 環境に配慮した
「植物油インキ」
を使用しています。

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

公告掲載新聞

株主名簿管理人

4月1日から翌年3月31日まで

6月開催

定時株主総会の議決権  3月31日
期末配当　　　　　　  3月31日
中間配当 　　　　　　 9月30日

日本経済新聞

みずほ信託銀行株式会社

お問い合せ先

単 元 株 式 数
証 券 コ ー ド

【証券会社に口座をお持ちの株主様】
お取引先の証券会社にお問い合わせください。
なお、未払配当金のお支払いや支払い明細の発行につい
ては、下記のみずほ信託銀行の連絡先にお問い合わせ
ください。

【特別口座の株主様（証券会社に口座をお持ちでない株主様）】
みずほ信託銀行の下記の連絡先にお問い合わせください。
〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話：0120-288-324（フリーダイヤル）

100株
1662（東証第一部）

（特別口座管理機関）

本年8月からビチューメンの生産操業を開始した、カナダ・アルバータ州
ハンギングストーン鉱区のオイルサンド拡張開発エリア生産設備 

見通しに関する注意事項

この「石油資源開発ビジネスレポート」に掲載されている当社の現在の計画、
見通し、戦略、その他の歴史的事実ではないものは、将来の業績に関する
見通しを示したものです。実際の業績は、さまざまな要素により、これら業績
見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

株主メモ

表紙について
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